
2015 年度第 2 回理事会議事録 

１．日時及び場所 平成 27 年 9 月 12 日 11：30～12：45 
 大阪府寝屋川市池田中町 17-8   

 摂南大学 寝屋川キャンパス １号館３階 機械工学科会議室 
１．理事総数 15 名 
  出席理事数 13 名  赤松幹之、木暮祐一、岡田明、川野常夫、渋谷雄、大門樹、 

萩原啓、古川宏 

（委任状出席  5 名  安藤明伸、大森正子、篠原一光、田中成人、長谷川聡） 

監事：伊藤肇 事務局：都築 
 
 
１．審議事項 議案 シンポジウムの件 
 議案 学会誌編集委員会の件 
 
１．議事の経過の概要及び議決の結果 
 上記のとおり理事全員が出席したので、理事 赤松幹之が選ばれて議長となり、議長席に

着き、議案の審議に入った。 
 

議案 シンポジウムの件 

「モバイル’15」の担当理事 長谷川聡の代理で事務局より、資料に基づき以下の報告がな

された。収支は、約 40 万円の黒字であった。発表演題数が多かったので、参加者も増加し

た。初めて新聞広告での周知を行った。 
※修正箇所：「懇親会参加費」→「交流会参加費」 

 「モバイル’16」の担当理事 赤松幹之より、現状報告がなされた。会期は、2016 年 3 月

10 日（木）～11 日（金）の二日間、会場は、産業総合研究所つくばセンターとする。基調

講演やテーマを早急に決めて発表募集をできるだけ早期に始めたいと意向が伝えられた。 
・テーマについて確認がなされ、「ネットワークで成長・拡大するモバイル」となった。 

・基調講演の候補について議論がなされ、内定している産総研の西田氏が紹介された。続

いて「ネットワーク化するモバイルヘルスケア」のテーマの講演者を議論したところ、理

事 木暮祐一から東芝が候補に挙がった。いずれの講演も、場所柄、一般の方は入りにくい

ので、公開講座とはしない。 
・ワークショップが企画されて「使えるドライバ・ディストラクション評価法」のテーマでメーカー

も交えたディスカッションを行う予定である。 



・企画セッションについても議論がなされ、「ドローン」「災害」「インフラ」「生体」「教育」

などがあがり活発に議論がなされた。企画セッションについては、各理事が 9 月末までに

名称の決定をする事となった。 
 

議題 学会誌編集委員会の件 

担当理事が欠席のために、代理で事務局より学会誌 Vol.5，No.1 の現状について報告があ

った。直接投稿：2 件、同時投稿：13 件、内 採録決定：3 件、査読中：12 件。 

年間 2 冊は出したいので、合併号にならないようすぐに掲載できる 5 件が準備でき次第

Vol.5，No.1 を発行し、続いて Vol.5，No.2 の年内発行を目標とする。 
 
その他の議案として、理事 木暮祐一より企画委員に静岡大学の遊橋氏の推薦があり、これ

を会場に諮ったところ、全員異議なく承認した。 
 

１．議事録署名人の選任に関する事項 

 議長から、議事録署名人として、理事 古川宏と理事 渋谷雄の 2 名を選任したいとの提

案があり、これを議場に諮ったところ、全員異議なく承認した。 
 
議長は、以上をもって本日の議案の審議を全て終了した旨を述べ、午前 12 時 45 分閉会し

た。 
以上の議事の経過の概要及び議決の結果を明確にするため、この議事録を作成し、議長な

らびに議事録署名人が記名押印する。 
 
 
 
 
平成 27 年 9 月 12 日 

特定非営利活動法人モバイル学会 
 

議長：赤松幹之 
 
 
議事録署名人：古川宏 
 
 
議事録署名人：渋谷雄 


